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「
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
子
ら
に
母
国
語
の
学
校
を
」

　
世
界
平
和
を
テ
ー
マ
に
倉
敷

市
甲
央
１
丁
目
の
市
芸
文
館
な

ど
で
開
催
中
の
［
ピ
ー
ス
☆
フ

ェ
ス
タ
］
　
（
世
界
連
邦
運
動
協

会
県
支
部
な
ど
で
つ
く
る
実
行

委
員
会
主
催
）
は
９
日
、
政
治

家
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係
者
に
よ
る

　
「
地
球
平
和
フ
ォ
上
フ
ム
」
な

・
ど
が
聞
か
れ
た
。
参
加
者
ら

’
は
、
平
和
や
国
際
交
流
な
ど
に

谷
い
て
思
い
を
深
め
て
い
た
。

　
　
フ
ォ
上
フ
ム
前
半
の
「
自
治

体
サ
ミ
ッ
ト
」
に
は
、
コ
ー
ー
デ

ィ
ネ
ふ
て
役
の
片
山
虎
之
助

・
元
総
務
相
と
倉
敷
、
総
社
、

備
前
３
市
長
が
出
席
し
、
自
治

体
の
役
割
に
つ
い
て
議
論
し

「ピースフェスタ」で総社市長

た
。

　
片
山
氏
が
「
世
界
平
和
に
近

づ
く
た
め
自
治
体
と
し
て
ど
ん

な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
か
」

と
問
う
と
、
片
岡
聡
丁
総
社

市
長
は
、
外
国
人
の
人
口
比
率

が
県
内
で
最
も
高
い
同
市
の
現

状
や
、
教
育
の
湯
で
積
極
的
に

国
際
交
流
の
機
会
を
設
け
て
い

る
こ
と
を
紹
介
。
「
特
に
数
が

多
い
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
、
母
国
語
の
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
を
学
べ
る
学
校
を
市
内

に
設
立
し
た
い
」
と
表
明
し

た
。

　
ま
た
、
西
岡
憲
康
・
備
前
市

長
は
、
旧
日
生
町
地
域
の
漁
師

ら
が
明
治
時
代
に
韓
国
・
蔚
山

市
付
近
へ
移
住
し
た
縁
で
、
両

市
の
小
学
生
が
毎
年
互
い
に
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
す
る
な
ど
交
流
を

深
め
て
い
る
事
例
を
報
告
。

　
「
竹
島
問
題
で
日
韓
関
係
が
ぎ

く
し
ゃ
く
し
た
時
も
、
我
々
の

関
係
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
世

界
平
和
は
日
ご
ろ
の
つ
き
あ
い

か
ら
で
す
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
フ
ォ
上
フ
ム
後
半
の
パ
ネ
ル

討
論
で
は
、
国
際
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ

　
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
　
（
本
部
・
岡
山

市
）
の
菅
波
茂
代
表
や
県
選
出

国
会
議
員
ら
が
「
平
和
な
未
来

を
こ
ど
も
た
ち
に
」
の
テ
ー
マ

で
語
り
合
っ
た
。
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世
界
平
和
へ
の
自
治
体
の
役
割
を
話
し
合
う

片
山
虎
之
助
・
元
総
務
相
（
左
端
）
と
３
市

長
＝
倉
敷
市
中
央
１
丁
目
の
市
芸
文
館
で
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